
氏名 山根　キャサリン

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

　【研究上の特記事項】

Master of Arts in Linguistics, Cornell University (U.S.A.)

修士（言語学）

社会言語学;言語教育

Japan Association for Language Teaching; Japan Association for Language Education and
Technology: Japan Black Studies Association

言語の多様性 (特に方言、黒人英語、言語と性); 外国語教育

授業科目

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

学部担当科目

・英会話I (一）・（二）　：オーラルコミュニケーション初級I,II
・英会話II　（一、二、四）　：オーラルコミュニケーション中級I,II
・英会話III （二）　；上級英語I,II
・海外研修（イギリス）

・英語III （7月13日〜15日、2月14日〜16日）

国際交流委員会；紀要委員会； University of East Anglia 海外研修 （春学期：８回の事前研修； 8
月の現地のプログラム； 秋学期：３回の事後研修）； 海外からの研究者への対応; 入学試験の出
題委員；native speakerの非常勤講師の採用や指導；英会話サーク ル (LEE- Let's Enjoy
English)の指導；学生の短期海外研修(CIEEなど）の相談

JALT(全国語学教育学会)に複数回参加・発表

Japan Association for Language Teaching -Special Interest Group (SIG) in Bilingualism: Editorial
Board of Japan Journal of Multilingualism and Multiculturalism ; Japan Association for Language
Teaching-Special Interest Group (SIG) in Lifelong Language Learning: Membership Chair



共著

単著

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
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発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2019年4月２０日
日本黒人研究の会
(龍谷大学）

単著

① Grasshopper children and
low, sticky farts: On the
“Exquisite Language” of
Cynthia Bond’s Ruby

2014年に出版されたCynthia　Bondの
デビュー作Rubyにおけるウーマニストの
ディスコースを分析し、アフリカ系アメリ
カ人女性によるコミュニケーションの特
徴を明らかにすることを目的とする。
Bondの巧みな表現を考察する予備的
研究である。形容詞が名詞として用いら
れる機能転換や、身体部分の擬人化、
新奇なメタファーやシミリーによって、
Bondは、読者の共感を呼ぶ生き生きと
した多面的な登場人物を作り出してい
る。

③

（学会発表）

①

②

①

③

（その他）

②

① Broadcast: ABC World News
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② Sounding Natural in English

③

④

（学術論文）

ひつじ書房

金星堂出版社(東京) 2020年1月

出版中

カタカナ語を英語として使用することで
起こる間違い、不自然な言い回し、動
詞の使い分けなど、日本人が英語を使
うときに注意すべきことを具体例で解
説。

アメリカのABC News から最近のも のを
編集し、 大学生向け英語テキ ストにし
たもの。

②


